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【 学校の教育目標 】 

「豊かな心をもち、意欲をもって生きる子供の育成」  

［や る 気］  自ら進んで学習する子供 

［思いやり]   明るく思いやりのある子供 

［元 気]   心身ともにたくましい子供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

11月 30日（土）の「もちつき会」は、地域や公民館の皆様、ＰＴＡ役員の皆様のお力添えで無事に開催

することができました。恒例のもちつき体験を楽しんだ後、つきたてのお餅とできたての豚汁をみんなでい

ただきました。どの子もおいしそうに食べる姿が見られ、何とも微笑ましい光景でありました。また、多く

の子供は豚汁をおかわりしていました。 

みんなで食べたお餅は、5 年生が学校田で田植えや稲刈り体験をさせていただいて収穫したもち米からで

きています。また、当日、体育館では、もちつきや返しの作業、つきたての餅に味をつける作業、外ポーチ

では、豚汁をつくったり、もち米を蒸したりする作業、使った道具を洗う作業等、保護者や地域の方にたく

さん作業していただきました。滑川市内の中でも学校田やもちつき会があるのは、北加積小学校だけです。

このもちつき会は学校と、北っ子を応援してくださる保護者と地域の方が三位一体とならなければ実現でき

なかったと改めて感じました。これからも、学校と家庭、地域が意見を出し合ってよりよいものにしていき、

それを子供たちに引き継いでいきたいものです。今後も地域の皆様のご協力を得ながら、この伝統行事を守

っていければ、と願っています。 

「もちつき会」11/30(土) 

1２月下旬～１月の主な予定 



 

 

 

 

～１年生～ 

 国語科「しらせたいな、見せたいな」では、家の

人にハムスターについて紹介するために、観察をし

ました。じっくり様子を見ながら、ポイントをおさ

えて観察できました。 

 体育科では、「ボールけりゲーム」をしています。

始めは蹴ることに慣れていない子供たちも、練習を

していくうちにどんどん上手になっています。攻め

と守りに分かれてゲームをするときには、作戦を考

えながら楽しんで取り組みました。 

  

～２年生～ 
 生活科では「動くおもちゃ」をつくりました。そ

して、そのおもちゃを 1年生にも遊んでもらおうと

「あそびランド」に招待し、一緒に楽しく過ごしま

した。 

子供たちは、ダイヤモンドアーチェリーや、ビュ

ンビュンカー等、それぞれのブースに分かれ、1年

生にやり方やルールを教えながら優しくリードして

いて、ほほえましく思う一方、頼もしさを感じまし

た。 

 

～３年生～ 

２学期から科学の時間で探究的な学習を行ってい

ます。自分の興味のあることから課題を決め、解き明

かそうと実験を行っています。音チームでは、糸電話

のコップや糸の材質、本数を変えても音が聞こえるか

を試している様子や、段ボールを何枚挟むと音が聞こ

えなくなるのかを実験していました。 

成功や失敗を重ねながら、少しずつ探究する力が育

っています。 

～４年生～ 
先日、プログラミング学習がありました。マイクロ

ビットを使って、自分の意志で動かすプログラムをつ

くりました。光が点滅する間隔をいろいろ変えてみた

り、様々な音が出たりするプログラムをつくり、友達

に紹介していました。 

また、プログラムに名前を付けてデータ保存の仕方

も考えました。クイズのときに用いる「ピンポン」や

「ブ―」を真似

て○や✕が表示

できて同時に音

が出るプログラ

ムも工夫してい

ました。   

～５年生～ 

 科学の時間では、しゃぼん玉を教材として使い

「なぜ膨らむのか知りたい」、「もっと大きなしゃぼ

ん玉を作りたい」、「色を付けたい」「割れにくくした

い」などという一人一人の思いから予想や実験計画

を立てて取り組んでいます。これまでの生活経験を

ふまえて、しゃぼん玉の液の配合を変えたり、色等

を加えたりして実験をしました。さらに、実験をし

ながら、次の実験計画を考え、次々と試していま

す。不思議に思ったことや、やってみたいという思

いがどんどん膨らんできています。     

             

～６年生～ 

 体育科では、ゴール型「バスケットボール」の学
習をしています。バスケットボールは、目の前のボ

ールを追うことや、ゴールを決めることに目がいき

がちですが、動きながら空いているスペースを見付

け、パスを繋いでゴールに向かうことがとても大切

なスポーツです。子供たちは、自分たちのスペース

をつくり、パスを繋げるためには、各々がどのよう

に動けばよいのかをホワイトボードを使いながら考

え、練習やゲームに取り組んでいます。  

 

北っ子広場 


